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大火力  左・右IHヒーター

両面焼きグリル（水あり）

上面操作

●鉄やステンレス鍋加熱で3.0kWの大火力
　だから、おいしく調理できます。

●裏返す手間なく、片面ずつ強火でおいしく焼き上げる「七輪交互焼き」
　※少量の煙・においが排出されます。

●操作パネルを、すべて上面に配置。
　調理の具合を確認しながら、ラクな姿勢で火加減調節。

材料の温度、大きさ、置く位置によっ
て、焦げ目がつきにくい場合があり
ます。焼き色が薄いときは追加焼き
をしてください。 P.26

通電してしばらくの間、前回の調理
でヒーターに付いた脂が加熱され、
煙やにおいが出ることがあります。

鍋の加熱が早いので、お料理の仕上
がり具合を見ながら火力・時間を調
節してください。 P.15

鍋の形状や重さによって火力が弱く
なることがあります。 P.10

IH加熱の原理（イメージ図）

IHとはInduction Heatingの略で、日本語では
電磁誘導加熱といいます。トッププレート下のIH
コイルに電流を流し、磁力（磁力線）によりトップ
プレート上に置いた金属鍋自体を発熱させます。

金
属
鍋

トッププレート
（結晶化ガラス） 磁力（磁力線）IHコイル
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左IHヒーター表示部

左IHヒーター操作部

ヒーターで調理をする P.13～19

上面操作パネル

中央ヒーター・グリル操作部 右IHヒーター操作部
電源スイッチ

中央ヒーター表示部

グリル表示部 高温注意表示部

右IHヒーター表示部タイマー表示部

火力、温度、調理メニュー、通電スタート・切を行います。

●中央ヒーターとグリルは同時に使用できません。

●火力など設定後、約10秒以内に通電をスタートしないと、設定は取り消されます。

設定内容や運転状態を表示部に表示します。

グリルで調理をする P.20～26

調理メニュー、仕上がり、火力、追加焼きの設定、通電スタート・切を行います。
●調理メニュー、仕上がりなど設定後、約3分以内に通電をスタートしないと、設定は取り消されます。

設定内容や運転状態を表示部に表示します。

グリル庫内をクリーニングする P.33

グリルの庫内をクリーニングします。
●クリーニングのときは、焼網をはずしてください。

タイマー（残時間）の設定をする P.27

左・右・中央ヒーター、グリルのタイマー設定をします。
●タイマーは複数のヒーターとグリルに設定することができます。
　※「揚げ物」中のIHヒーターや調理メニュー「丸焼き」「切身・干物」「つけ焼き」中のグリルには、タイマーを設定
　　することができません。

操作をロックする P.28

全ての操作、または中央ヒーターのみロックします。
●ロックの設定・解除はキーを約3秒間押します。
●設定内容は電源を切っても記憶しています。

電源スイッチ
電源の入・切を行います。
●電源を入れたまま約10分間放置すると、自動的に電源が切れます。

タイマー操作部

各
部
の
な
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え
・
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作
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ネ
ル
・
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安
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意

安全上のご注意（つづき）

●火災・感電・けが・やけどの原因になります。

切

●火災・感電・けが・やけどの原因になります。

グリルを使用するとき
●使用中や使用後はグリルドア（強化
ガラス）に水をかけない
高温になっているところに水をかけると割
れるおそれがあります。
●グリルドアを持って勢いよく引き
出したり、持ち上げながら引き出し
たり、またグリルドアに強い力を加
えたりぶらさがらない
グリルドア、受皿、焼網などが落下して、やけ
どやけがをしたり、破損の原因になります。
●受皿が破損した場合は使わない
キャビネット内に水などが落ちる原因にな
ります。

●使用中や使用後は、グリルドア、受
皿、焼網は高温になっているので、
お手入れをするときは十分冷えて
いることを確認してから行う

●アルミホイルは、ヒーターに触れな
いように焼網の上に置く

　ヒーターに触れると発火のおそれがあります。

●グリルドア（強化ガラス）に傷がついた場合は使わない
　強化ガラスは普通のガラスに比べ強度が高く、安全性の高
いガラスですが、小さな傷でも亀裂が進行し、傷を起点とし
て一瞬で粒状に破損するおそれがあります。傷がついた場合
は、日立の家電品取扱店でお買い求めください。
●使用中は本体から離れない
●必要以上に、長時間調理しない
　発煙・発火するおそれがあります。
●受皿には水以外のもの（アルミホイル・クッ
キングシート・オーブンシート・グリル用の石
など）を入れて使用しない

　脂が過熱し、発煙・発火するおそれや調理がうまくでき
ないことがあります。

●グリル庫内や受皿は、魚などの脂がたまらな
いよう使用の都度掃除し、定期的にお手入れ
をする
続けて使用するときは、受皿にたまった脂を捨て、汚れ
をきれいに落としてください。

次の点もご注意ください
●トッププレートの上で、　　ジャー炊飯器な
ど電磁誘導加熱の調理機器を使わない
磁力線により本製品が故障する原因になります。

●キャビネット（本体左右・下側）に調味料・食品
などを置かない
本体からの排熱により、調味料・食品などの変質の原因
になります。

●プレートワクを鍋底でこすったり、プレートワ
クに熱い鍋を置かない
ステンレスの傷つき・変色の原因になります。

●トッププレートの上に鍋のふたや受皿、バー
ベキュー用やホットプレート用の鉄板などを
置かない
ヒーターが通電すると加熱され、火災・故障の原因になります。
●左・右IHヒーター使用中は磁力（磁力線）が出て
いるため、磁気に弱いものを近づけない
・ラジオ・テレビ・補聴器など（雑音の原因になります）
・キャッシュカード・磁気テープ・自動改札用定期券など
（記憶が消える原因になります）

●ビルトインオーブンレンジと組み合わせて使
用の場合、グリルドアの取っ手の温度に注意
する
オーブンレンジの排気でグリルドアの取っ手が熱くなる場合
があります。　  クッキングヒーターを使っていなくても、オー
ブンレンジを使うと排気カバー部が熱くなる場合があります。

●害虫（ゴキブリなど）が製品内に侵入すると故
障の原因となる

　 適切な環境下でご使用ください。

●土鍋やガラス鍋、直火用魚焼き器は使わない
　　　　または　　　　　　付、「IHで使える」と表示し
ている土鍋やガラス鍋、直火用魚焼き器などでも形状に
よっては　  クッキングヒーターが故障したり鍋が割れ
たりする場合がありますので使わないでください。

●酸の強い食品がついた場合はすぐふきとる
ジャム、レモン汁、梅、お酢を使った食品などを付着したま
ま放置すると、トッププレート、プレートワクが変色した
り、接続部分が劣化し、はがれの原因になります。

●光センサーに直射日光が当たると誤作動する
ことがある
鍋の位置がずれたときなど光センサーに直射日光が当たる
と、鍋の温度が正しく検知できない場合や通電を停止する場
合があります。鍋をIHヒーターの中央に置いてください。

●排気口に水などをこぼさないよう注意する
キャビネット内に水などが落ちる原因になります。万一
水などをこぼした場合は、本体とキャビネット内を確認
してすぐにふき取ってください。

使用後は本体は
●吸・排気口やすき間にピンや針金などの異物を入れない
●吸・排気口に指を入れない
●本体や吸・排気口に水などをかけない
●子供など取り扱いに不慣れな方だけで使用させ
たり、乳幼児に触れさせない
●カーテンなどの可燃物の近くで使用しない

●使用後は電源を切る

●長期不在のときは専
　用ブレーカーを切る

使わないときは、電源を
切ってください。

●火災・感電・けが・やけどの原因になります。

使用する方は
医療用ペースメーカーをお使いの方は、本製品
のご使用にあたって医師とよく相談する
本製品の動作がペースメーカーに影響を与えることがあります。

使用中（調理中）・使用後は
●鍋は不安定な状態で使用しない
●鍋の下に紙やシートを敷かない
●あらかじめ加熱した油で「揚げ物」を使わない
油の温度を適正にコントロールできないため、発火するおそ
れがあります。
●本体前方に物を置かない
●空だきや必要以上に加熱をしない
・鍋底の薄いもの、反っているフライパンや鍋は「中火」以上で予
熱すると赤熱したり変形するおそれがあります。空だきなど異常
に高温になった場合、トッププレートが変色することがあります。
・ホーロー鍋は、空だきしたり、焦げ付かせたりすると鍋底が過
熱して、底面のホーローが溶けて焼きつき、鍋やトッププレート
が破損、損傷する原因になります。

●火気を近づけない
●吸気口や排気カバーをふさいだり、排気カバー
付近に手、顔、鍋の取っ手を近づけない
●トッププレートの上面操作パネルの上に、熱い鍋
などを置かない
●トッププレートの上に直接食材を置いて調理しない
●使用中は本体から離れない

●片手鍋を使用する場合は、取っ手の位置に十分注意する
取っ手が手や体に不用意に当たった場合、鍋がひっくり返っ
てやけどや火災の原因になります。
●揚げ物調理中は、飛び散る油に注意する
●油煙が多く出たら電源を切る
●使用中や使用後、庫内クリーニング中はレンジ
フードファンを使用する
煙や臭いなどに敏感な小鳥などの小動物は別の部屋に移してください。

お手入れは
お手入れは、電源を切り、
本体が冷えてから行う

調理以外の用途に
使用しない
湯たんぽなどを加熱
しないでください。

消　火　手　順

グリル使用中に

（空気が入り、炎が大きくなります）

●グリル使用中に調理
物が発煙・発火した場
合は、次の手順で消火
する
●消火するまでグリルド
アを開けない

①電源を切る
②排気カバー全体をぬれたタオル
でふさぐ
※このときグリルドアの周囲から煙が出ます。
③専用ブレーカーを切る
※グリルドア（強化ガラス）に水をかけ
ない。（強化ガラスが割れます）

P.4
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